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３ 要旨
ネズミムギ種子は、25℃暗黒条件で播種後130日間で大半が発芽する。小麦の播種まで不耕起管理を行い、耕うん

播種前にグリホサートカリウム塩液剤を使用することで、ネズミムギを大幅に抑制できる。

(1) 当年産のネズミムギ種子は人工気象器内で25℃暗黒条件で、麦類の播種期に相当する置床後130日後までに

大半の57％が出芽し、当年度のネズミムギ雑草害の主な原因となる（図１）。

(2) ネズミムギの多いほ場では、小麦の播種まで不耕起で管理することで、ネズミムギ発生量を耕起管理の1/5まで

削減できる（図2）。

（3） 小麦耕うん播種前にグリホサートカリウム塩液剤を使用することで、さらに除草剤無使用－不耕起管理の1/3ま

でネズミムギ発生量を削減できる（図2）。

図1 成熟直後のネズミムギ種子の発芽試験

図2 ネズミムギ多発ほ場での雑草発生量（成熟期調査）
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